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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
蛋白チロシンリン酸化反応は細胞内情報伝達機構として重要な役割を果たしているが,本研究では,正
常血小板およびインテグリンαⅠIbβ3を欠損するGlanzmann血小板無力症血小板を用い,トロンビン刺激
時のチロシン脱リン酸化反応に対するインテグリンαⅠIbβ3の関与を,特に細胞骨格と蛋白チロシンホス
ファターゼPTPIB,PTPICに注目し検討した｡ トロンビン刺激正常血小板において蛋白チロシン脱リ
ン酸化は細胞骨格において認められたが,血小板無力症血小板ではこの脱リン酸化が認められずインテグ
リンαⅠIbβ3依存的と考えられた｡PTPIBはインテグリンαⅠIbβ3およびアクチン重合依存的に細胞骨格に
移行したが,PTPICはインテグリンαⅠIbβ3およびアクチン重合依存的にチロシンリン酸化を受け,さら
にトロンビン刺激とインテグリンαⅠIbβ3の両方に依存的に細胞骨格に移行した｡
以上の研究は,蛋白チロシン脱リン酸化反応におけるインテグリンαⅠIbβ3の働きをそれを先天的に欠
損する血小板無力症血小板を用いて検討した点に特徴があり,インテグリンを介した細胞機能の制御機構
の解明に寄与するところ大である｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成8年12月27日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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